
































































































































































































































































































































































　　　　　　単元の計画（P） 　　　 実施（経済概念の活用）（D）　　　 「見方・考え方」を働かせた深い学び
　　　　　　　　　学習の改善（A）　　 ルーブリックを用いた評価（C）
教 師
生 徒
［松尾知明，2016，『未来を拓く資質・能力と新しい教育課程』学事出版．を参考に筆者作成］
図1．ルーブリックを用いたパフォーマンス評価の導入による効果
カリキュラム・マネジメントには，このような教科レベルを対象としたものと，教育課程全体
レベルを対象にしたものがある。本研究で行った教科レベルの方は，教育課程全体レベルのよう
に教職員の全員参加を前提にしないので，実践のハードルはずいぶんと低くなるはずである。例
えば本研究のように，生徒のミニレポートや自己評価シート等を用い，目標・授業・評価に一貫
性を持たせて，PDCAサイクルで回すことで，教科レベルのカリキュラム・マネジメントの実践
は十分に可能となる。
6　おわりに
本研究の成果は，アクティブラーニングと，科学的な概念の活用を目指すルーブリックによる
評価を結びつけることで，アクティブラーニングを活動主義に陥らせないための一つの方法論を
提示したことである。アクティブラーニング型授業を「グループワーク，ディスカッション，プ
レゼンテーションなどの活動を組み込んだ授業形態というレベル」（12）で捉えてしまうと，得てし
て活動をすること自体を目的化してしまう危険性がある。これに対して概念の活用をめざすルー
ブリックと結びつけることで，しっかりとした学問領域の概念の活用を促し，「見方・考え方」を
働かせた深い学びのデザインにつなげることができる。
本研究の課題は，経済概念を活用した「見方・考え方」を働かせることをねらいとしているた
め，「思考・判断・表現」の要素を，経済概念の活用という点に収斂させていることにある。また，
本研究では道徳的な態度形成が目標になっているという先行研究の課題を踏まえ，単元や本時の
目標から意図的に「態度」項目を外している。これらのことから，ルーブリックの評価規準は経
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「見方・考え方」を働かせた深い学びのデザイン
済概念の習得，活用の項目のみとなっている。
今後は，コンピテンシーの育成が求められる中で，教師がカリキュラムをデザインし，実施・
評価・改善していくマネジメントの力量が試される時代が到来する。すなわち，学習指導要領の
内容をただ伝達したり，嚙み砕いて解説したりする「カリキュラム・ユーザー」としてよりも，
学びのねらいの達成に向けてカリキュラムをデザインする「カリキュラム・メーカー」（13）として
の教師の専門性が問われるようになる。これからも，社会諸科学の概念による「見方・考え方」
を保証するとともに，ルーブリックの質を高めることで，本物で根拠のある「真正の評価」（14）の
実現を目指していきたい。
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